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議　
　
会　
　
構　
　
成

　

議
会
改
選
に
よ
り
、
４
月
３

日
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
26
代

目
の
矢
吹
町
議
会
議
長
に
推
挙

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
12
年
３
月

の
議
会
議
員
の
選
挙
に
当
選
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
か
ら
20

年
、
議
会
議
員
と
し
て
町
民
の

皆
様
に
叱
咤
激
励
を
い
た
だ
き

な
が
ら
議
員
活
動
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
常
に
町
民
の
皆

様
の
目
線
で
住
民
本
位
の
行
政

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
議
員
一
人
ひ

と
り
が
活
動
の
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
も
「
力
」
を
注
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
町
長
と
議
会

は
二
元
代
表
制
の
も
と
、「
町

民
の
皆
様
の
幸
せ
」
を
一
番
に

考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

車
の
車
輪
の
よ
う
に
ア
ク
セ
ル

に
な
り
、
ブ
レ
ー
キ
に
な
り
、

良
い
こ
と
は
一
緒
に
な
っ
て
進

め
、
問
題
が
あ
れ
ば
ブ
レ
ー
キ

を
か
け
る
勇
気
も
必
要
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
期
は
新

人
の
議
員
さ
ん
が
６
名
お
り
ま

す
の
で
、
今
迄
以
上
に
議
会
活

動
が
な
さ
れ
る
も
の
と
期
待
も

し
て
お
り
ま
す
。

　

私
自
身
も
こ
れ
ま
で
20
年
の

議
員
活
動
を
今
後
益
々
研
鑽

し
、「
議
会
は
変
わ
っ
た
」
と

町
民
の
皆
様
に
思
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
議
長
と
し
て
推
し

進
め
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。
現
在
、
街
で
は
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
と
い
う
見
え
な
い
敵
と

闘
っ
て
お
り
ま
す
が
、「
矢
吹

町
は
負
け
な
い
」
を
実
証
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

令
和
２
年
４
月

総務教育常任委員会

関根　貴将 冨永　創造

副委員長

藤井　源喜

委員長

角田　秀明 熊田　　宏 青山　英樹 安井　敬博

所
管
事
項

・
企
画
総
務
課
、
税
務
課

・
教
育
委
員
会

・
選
挙
管
理
委
員
及
び
監
査
委
員

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

�

矢
吹
町
議
会
議
長
　
角
田
　
秀
明

４月３日臨時議会招集

議会構成決定
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議　
　
会　
　
構　
　
成

　
議　
長�

角
田　
秀
明

　
副
議
長�

鈴
木　
浩
一

議
会
運
営
委
員
会

　
委
員
長�

青
山　
英
樹

　
副
委
員
長�

加
藤　
宏
樹

�

藤
井　
源
喜

�

三
村　
正
一

�

鈴
木　
隆
司

�

熊
田　
　
宏

広
報
編
集
委
員
会

　
委
員
長�

冨
永　
創
造

　
副
委
員
長�

関
根　
貴
将

�

芳
賀　
慎
也

�

髙
久　
美
秋

�

藤
井　
源
喜

�

鈴
木　
浩
一

白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏

整
備
組
合
議
会
議
員
（
推

薦
）
名
簿

　
組
合
議
員�
角
田　
秀
明

�

鈴
木　
浩
一

監　
査�

熊
田　
　
宏

産業民生常任委員会

芳賀　慎也 髙久　美秋

副委員長

三村　正一

委員長

鈴木　浩一 鈴木　隆司 加藤　宏樹 堀井　成人

所
管
事
項

・
保
健
福
祉
課
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

・
産
業
振
興
課
、
都
市
整
備
課

・
総
合
窓
口
課

・
農
業
委
員
会

議会運営委員会
　議会の日程に関することや、議会の会議
規則、委員会条例を審議します。
議会広報編集員会
　議会の審議状況を住民のみなさんに周知
するため、議会広報の編集発行を行います。
特別委員会
　重要な案件を取り扱う際に設置します。
また、予算、決算審査のためにも設置され
ます。
　（例）�議会活性化特別委員会、予算特別委

員会、決算特別委員会など

行政事務の調査、条例等の議案、請願・陳情の審査を行います。

１�　保健福祉課、まちづ
くり推進課、産業振興
課、都市整備課及び総
合窓口課の所管に関す
る事項

２�　農業委員会の所管に
関する事項

１�　企画総務課及び税務
課の所管に関する事項
２�　教育委員会の所管に
関する事項
３�　選挙管理委員会、監
査委員の所管に関する
事項
４�　他の常任委員会の所
管に属しない事項

常任委員会

産業民生委員会 総務教育委員会
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定
例
会
の
あ
ら
ま
し

歳　出
82億3,000万円

歳　入
82億3,000万円

一
般
会
計 

82
億
３
千
万
円

令
和
２
年
度
予
算
成
立
！

　
令
和
２
年
３
月
定
例
議
会
が
、
２
月
28
日
か
ら
３
月
９
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
３
月
議
会
は
予
算
議
会
と
い
わ
れ
、
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
と
国

保
、
介
護
保
険
、
水
道
事
業
等
の
特
別
会
計
予
算
を
審
議
し
、
全
議
案
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
予
算
で
は
、
道
路
等
側
溝
堆
積
物
撤
去
処
理
事
業
費
が
減
っ
た
こ
と
等
か
ら
、
昨
年
度

当
初
予
算
と
比
べ
て
、
10
億
円
弱
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

区　分 令和２年度予算額 令和元年度予算額 増減率
国民健康保険特別会計 17億5,079万円 18億1,361万円 ▲3.5％
公共下水道事業特別会計 5億7,882万円 5億9,474万円 ▲2.7%
土地造成事業特別会計 37万円 37万円 0.0%
農業集落排水事業特別会計 3億1,195万円 2億9,665万円 5.2%
介護保険特別会計 14億5,375万円 14億557万円 3.4%
後期高齢者医療特別会計 1億8,936万円 1億7,418万円 8.7%

令和２年度予算額 令和元年度予算額 増減率
収
益
的

収 入 4億675万円 4億286万円 1.0％
支 出 4億3,770万円 4億2,997万円 1.8％
補てん財源 3,095万円 2,711万円 14.2％

資
本
的

収 入 1億3,421万円 1億5,609万円 14.0％
支 出 2億2,405万円 2億6,869万円 16.6％
補てん財源 8,984万円 1億1,260万円 20.2％

特　別　会　計 水道事業会計

昨年度比

△9億8,300万円

10.7%減

一般会計歳入

一般会計歳出

令和元年度３月　一般会計補正予算

令和元年度３月　特別会計補正予算

〇補正額　２億6,664万円減
主な補正財源
・町税� 860万円減
・地方交付税� 5,176万円増
・国庫支出金� 1,241万増
・県支出金� 9,863万円減
・財産収入� 6,967万円減
・町債� １億5,840万円減

・国民健康保険特別会計� 3,230万円減
・農業集落排水事業特別会計� 3,000万円増

〇補正後の予算総額　112億8,255万円
主な使い道
・放射線対策事業費精査� 9,894万円減
・「遺魂し運動」分担金確定� 1,644万円増
・道路等側溝堆積物撤去事業精査� ３億4,000万円減
・主要町道道路整備事業精査� 1,264万円減
・常備消防費の確定� 2,559万円増
・教育情報化推進事業� 7,430万円増

・介護保険特別会計� 1,933万円増
・後期高齢者医療特別会計� 213万円増
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定
例
会
の
あ
ら
ま
し

【主な事業】
■人
〇ヘルスステーション運営事業 � 985万円
〇町文化財保護事業 � 988万円
〇複合施設管理運営事業�  5,606万円
〇定住促進事業 � 1,707万円

■支えあい
〇「遺魂し運動」推進事業 � 1億6,535万円
〇障がい者自立支援事業� 3億3,893万円
〇高齢者福祉サービス事業 � 2,588万円
■子ども
〇子育て支援事業		  � 1,015万円
〇放課後児童クラブ事業� 5,423万円
〇待機児童解消加速化事業 � 633万円
〇小学校施設改修事業　� 1億9,078万円

■仕事
〇企業誘致促進事業� 　1,042万円
〇商業活性化対策推進事業� 2,925万円
〇地域ブランド化推進事業� 2,764万円
〇ため池整備事業� 2,935万円
〇ふくしま森林再生事業� 3億2,001万円

■くらし
〇消防施設整備事業　� 1,294万円
〇災害対応推進事業　� 330万円
〇道路等側溝堆積物撤去処理事業�　1億3,348万円
〇公共交通推進事業　� 211万円
〇公園整備事業　� 2,253万円
〇主要町道道路整備事業　� 1億6,901万円
〇生活道路整備事業　� 221万円
〇橋梁の長寿命化事業　� 4,300万円

■人口減少対策
〇まちづくり矢吹事業　� 1,801万円
〇矢吹駅周辺地区都市再生整備計画事業　� 381万円

■計画実現のために
〇地域集会所整備事業　� 5,851万円
〇ふるさと思いやり基金事業� 3,247万円
〇タウンプロモーション事業　� 2,476万円

令和元年度１月　一般会計補正予算
〇補正額　11億7,098万４千円の増

主な補正財源
・町税� 1,637万円増
・地方交付税� ３億815万円増
・国庫支出金� ３億8,680万増
・県支出金� ２億2,309万円増
・繰入金� 8,531万円増
・町債� １億5,030万円増

〇補正後の予算総額　115億4,920万円
主な使い道
・障がい者自立支援事業� 2,611万円増
・保育園業務運営事業� 4,237万円増
・農業振興費� ２億3,524万円増
・複合施設道道路整備事業精査� １億3,122万円増
・常備消防費の確定� ２億6,638万円増
・教育情報化推進事業� ４億419万円増

複合施設完成イメージ図

中畑小学校

森林再生事業

町内集会所

側溝堆積物撤去の様子
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審
査
結
果

議
案
第
12
号　
令
和
元
年

度
矢
吹
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）

　
本
案
は
、
既
定
の
歳
入

歳
出
予
算
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

２
億
6,664
万
８
千
円
を
減
額

し
、
総
額
を
112
億
8,255
万
８

千
円
と
す
る
と
と
も
に
、

繰
越
明
許
費
の
設
定
、
債

務
負
担
行
為
の
補
正
及
び

地
方
債
の
補
正
を
行
う
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　
討
論
に
入
り
、
健
康
セ

ン
タ
ー
指
定
管
理
に
係
る

債
務
負
担
行
為
の
増
額
に

つ
い
て
、
利
用
者
減
に
伴

う
収
入
の
減
少
等
の
理
由

が
あ
っ
た
が
、
そ
の
原

因
、
対
処
・
対
応
方
法
等

の
調
査
検
討
が
深
く
行
わ

れ
て
お
ら
ず
、
安
易
な
収

入
減
に
伴
う
増
額
と
受
け

取
ら
れ
る
こ
と
か
ら
本
案

に
反
対
す
る
意
見
、
一

方
、
休
館
日
が
約
50
日
増

加
し
た
こ
と
や
、
町
施
設

で
あ
る
た
め
入
浴
料
を
値

上
げ
す
る
こ
と
も
出
来

ず
、
施
設
の
改
修
も
ま
ま

な
ら
な
か
っ
た
こ
と
等
、

指
定
管
理
者
の
努
力
で
は

ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
な

い
要
因
が
あ
り
、
増
額
も

や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら

れ
る
の
で
本
案
に
賛
成
す

る
意
見
が
あ
り
、
挙
手
採

決
の
結
果
、
可
否
同
数
と

な
り
、
委
員
長
採
決
に
よ

り
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

可　
　
決

議
案
第
19
号　
令
和
２
年

度
矢
吹
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算

　
本
案
は
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
17

億
5,079
万
５
千
円
と
し
、
一

時
借
入
金
及
び
歳
出
予
算

の
流
用
に
つ
い
て
定
め
る

も
の
で
あ
り
、
令
和
元
年

度
当
初
予
算
と
比
較
し
て

3.5
％
の
減
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
審
査
の
結
果
、
全
委
員

異
議
な
く
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

可　
　
決

議
案
第
20
号　
令
和
２
年

度
矢
吹
町
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
予
算

　
本
案
は
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
５

億
7,881
万
８
千
円
と
し
、
債

務
負
担
行
為
、
地
方
債
及

び
一
時
借
入
金
に
つ
い
て

定
め
る
も
の
で
あ
り
、
令

和
元
年
度
当
初
予
算
額
と

比
較
し
て
2.7
％
の
減
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
審
査
の
結
果
、
全
委
員

異
議
な
く
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。可　

　
決

議
案
第
21
号　
令
和
２
年

度
矢
吹
町
土
地
造
成
事
業

特
別
会
計
予
算

　
本
案
は
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
、

37
万
３
千
円
と
し
、
一
時

借
入
金
に
つ
い
て
定
め
る

も
の
で
あ
り
、
令
和
元
年

度
当
初
予
算
額
と
同
額
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
審
査
の
結
果
、
全
委
員

異
議
な
く
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。可　

　
決

議
案
第
22
号　
令
和
２
年

度
矢
吹
町
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
予
算

　
本
案
は
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
1,194

万
６
千
円
と
し
、
債
務
負

担
行
為
、
地
方
債
及
び
一

時
借
入
金
に
つ
い
て
定
め

る
も
の
で
あ
り
、
令
和
元

年
度
当
初
予
算
額
と
比
較

し
て
5.2
％
の
増
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
審
査
の
結
果
、
全
委
員

異
議
な
く
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。可　

　
決

議
案
第
23
号　
令
和
２
年

度
矢
吹
町
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算

　
本
案
は
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
14

億
5,375
万
円
と
し
、
一
時
借

入
金
及
び
歳
出
予
算
の
流

用
に
つ
い
て
定
め
る
も
の

で
あ
り
、
令
和
元
年
度
当

初
予
算
額
と
比
較
し
て

3.4
％
の
増
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
審
査
の
結
果
、
全
委
員

異
議
な
く
原
案
の
お
と
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。可　

　
決

議
案
第
24
号　
令
和
２
年

度
矢
吹
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
予
算

　
本
案
は
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
１

億
8,936
万
４
千
円
と
し
て
、

一
時
借
入
金
に
つ
い
て
定

め
る
も
の
で
あ
り
、
令
和

元
年
度
当
初
予
算
額
と
比

較
し
て
8.7
％
の
増
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
審
査
の
結
果
、
全
委
員

異
議
な
く
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。可　

　
決

第１予算特別委員会
○審査にあたった委員
委 員 長　栗崎千代松
副委員長　冨永　創造
委　　員　�安井　敬博　青山　英樹　角田　秀明

第１予算特別委員会審査

予
算
特
別
委
員
会
審
議
内
容
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審
査
結
果

議
案
第
13
号　
令
和
元
年

度
矢
吹
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

　
本
案
は
、
既
定
の
歳
入

歳
出
予
算
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

3,230
万
３
千
円
を
減
額
し
、

総
額
を
18
億
4,718
万
２
千
円

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　
審
査
の
結
果
、
全
委
員

異
議
な
く
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。可　

　
決

議
案
第
14
号　
令
和
元
年

度
矢
吹
町
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

　
本
案
は
、
既
定
の
歳
入

歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
3,000

万
円
を
追
加
し
、
総
額
を

３
億
3,995
万
２
千
円
と
す
る

と
と
も
に
、
繰
越
明
許
費

の
設
定
及
び
地
方
債
の
補

正
を
行
う
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　
審
査
の
結
果
、
全
委
員

異
議
な
く
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。可　

　
決

議
案
第
15
号　
令
和
元
年

度
矢
吹
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

　
本
案
は
、
既
定
の
歳
入

歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
1,933

万
４
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
15
億
2,653
万
６
千
円
と

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
審
査
の
結
果
、
全
委
員

異
議
な
く
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。可　

　
決

議
案
第
16
号　
令
和
元
年

度
矢
吹
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
本
案
は
、
既
定
の
歳
入

歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
213

万
２
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
１
億
7,980
万
７
千
円
と

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
審
査
の
結
果
、
全
委
員

異
議
な
く
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。可　

　
決

議
案
第
17
号　
令
和
元
年

度
矢
吹
町
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
本
案
は
、
収
益
的
収
入

に
つ
き
ま
し
て
は
、
既
定

の
額
か
ら
714
万
８
千
円
を

減
額
し
、
収
入
予
算
総
額

を
３
億
9,970
万
７
千
円
と

し
、
収
益
的
支
出
に
つ
き

ま
し
て
は
、
既
定
の
額
か

ら
43
万
５
千
円
を
減
額

し
、
支
出
予
算
総
額
を
４

億
3,574
万
１
千
円
と
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　
審
査
の
結
果
、
全
委
員

異
議
な
く
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。可　

　
決

議
案
第
18
号　
令
和
２
年

度
矢
吹
町
一
般
会
計
予
算

　
本
案
は
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
82

億
3,000
万
円
と
し
、
あ
わ
せ

て
債
務
負
担
行
為
、
地
方

債
、
一
時
借
入
金
及
び
歳

出
予
算
の
流
用
に
つ
い
て

定
め
る
も
の
で
あ
り
、
令

和
元
年
度
当
初
予
算
と
比

較
し
て
10.7
％
の
減
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
審
査
の
結
果
、
全
委
員

異
議
な
く
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。可　

　
決

第２予算特別委員会
○審査にあたった委員
委 員 長　藤井　精七
副委員長　鈴木　隆司
委　　員　�三村　正一　加藤　宏樹　鈴木　一夫
　　　　　熊田　　宏

第２予算特別委員会審査

予
算
特
別
委
員
会
審
議
内
容

第
１
予
算
特
別
委
員
会

～
つ
づ
き
～

議
案
第
25
号　
令
和
２
年

度
矢
吹
町
水
道
事
業
会
計

予
算

　
本
案
は
、
収
益
的
収
入

に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
額

４
億
675
万
２
千
円
と
し
、

収
益
的
支
出
に
つ
き
ま
し

て
は
、
総
額
４
億
3,770
万
３

千
円
で
あ
り
ま
す
。

　
審
査
の
結
果
、
全
委
員

異
議
な
く
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。可　

　
決
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条
例
審
査
・
陳
情
審
査

条
例
審
査

議
案
第
４
号　
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
本
案
は
、
昨
年
10
月
の

県
人
事
委
員
会
勧
告
を
踏

ま
え
、
入
居
料
の
実
態
及

び
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
変
動

等
に
よ
る
職
員
の
住
居
手

当
支
給
額
及
び
通
勤
手
当

支
給
上
限
額
を
変
更
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
審
査
の
結
果
、
全
委
員

異
議
な
く
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

議
案
第
５
号　
矢
吹
町
基

金
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
本
案
は
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
を
、
安
心
し

て
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境

の
整
備
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
新
た
に
「
子
ど
も

子
育
て
支
援
基
金
」
を
設

置
し
、
妊
娠
・
出
産
・
育

児
な
ど
、
子
ど
も
子
育
て

支
援
事
業
の
実
施
等
に
要

す
る
資
金
に
充
て
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　
審
査
の
結
果
、
全
委
員

異
議
な
く
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

議
案
第
６
号　
災
害
弔
慰

金
の
支
給
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　
本
案
は
、
災
害
弔
慰
金

の
支
給
等
に
関
す
る
法
律

の
一
部
改
正
に
よ
り
、
災

害
援
護
資
金
貸
付
金
の
償

還
金
の
支
払
猶
予
の
規

定
、
償
還
免
除
事
由
の
拡

大
、
報
告
等
の
規
定
が
整

備
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

条
例
に
お
け
る
法
令
の
引

用
条
項
に
つ
い
て
整
理
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
審
査
の
結
果
、
全
委
員

異
議
な
く
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

議
案
第
７
号　
矢
吹
町
道

路
構
造
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
本
案
は
、
道
路
構
造
令

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

に
伴
い
、
自
転
車
を
安
全

か
つ
円
滑
に
通
行
さ
せ
る

た
め
に
設
け
ら
れ
る
帯
状

の
車
道
部
分
と
し
て
「
自

転
車
通
行
帯
」
に
関
し
新

た
に
規
定
し
、
ま
た
、

「
自
転
車
道
」
に
つ
い
て

設
置
要
件
を
追
加
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　
審
査
の
結
果
、
全
委
員

異
議
な
く
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

議
案
第
８
号　
矢
吹
町
営

住
宅
等
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
本
案
は
、
民
法
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で

２
名
、
う
ち
１
名
を
矢
吹

町
在
住
と
規
定
し
て
い
た

連
帯
保
証
人
に
つ
い
て
、

矢
吹
町
在
住
要
件
の
撤
廃

及
び
１
名
と
し
、
ま
た
連

帯
保
証
人
が
保
証
す
る
極

度
額
を
入
居
当
初
の
家
賃

12
ヵ
月
分
に
設
定
す
る

等
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
審
査
の
結
果
、
全
委
員

異
議
な
く
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

議
案
第
９
号　
矢
吹
町
定

住
化
促
進
住
宅
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
本
案
は
、
民
法
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で

２
名
と
規
定
し
て
い
た
連

帯
保
証
人
に
つ
い
て
１
名

と
し
、
ま
た
連
帯
保
証
人

が
保
証
す
る
極
度
額
を
、

入
居
後
４
年
目
を
超
え
る

家
賃
の
12
ヵ
月
分
に
設
定

す
る
等
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
審
査
の
結
果
、
全
委
員

異
議
な
く
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

議
案
第
10
号　
地
方
公
務

員
法
及
び
地
方
自
治
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
に
関
す
る
条
例

　
本
案
は
、
地
方
公
務
員

法
及
び
地
方
自
治
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ

り
、
地
方
公
務
員
法
第
３

条
第
３
項
第
３
号
の
特
別

職
非
常
勤
職
員
の
任
用
要

件
が
厳
格
化
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
特
別

職
非
常
勤
職
員
と
し
て
き

た
職
の
う
ち
、
要
件
に
該

当
し
な
い
職
等
に
つ
い
て

整
理
を
行
う
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　
審
査
の
結
果
、
全
委
員

異
議
な
く
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

議
案
第
11
号　
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
等
の
施
行

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例

　
本
案
は
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
等
の
施
行
に

伴
い
、
関
係
す
る
条
例
に

つ
い
て
改
正
す
る
も
の
で

あ
り
、
３
歳
か
ら
５
歳
児

の
無
償
化
に
係
る
給
付
制

度
条
文
の
追
加
、
特
定
地

域
型
保
育
事
業
者
の
連
携

施
設
に
関
す
る
規
定
緩

和
、
文
言
の
整
理
等
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
審
査
の
結
果
、
全
委
員

異
議
な
く
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

陳
情
審
査

陳
情
第
１
号　
福
島
県
最

低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
早

期
発
効
を
求
め
る
意
見
書

提
出
の
陳
情
に
つ
い
て

　
本
件
は
、
国
県
の
関
係

機
関
に
、
福
島
県
の
最
低

賃
金
を
政
府
が
掲
げ
る
方

針
に
沿
っ
た
引
き
上
げ

と
、
そ
の
早
期
発
効
に
つ

い
て
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
審
査
の
結
果
、
全
委
員

異
議
な
く
採
択
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。
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陳
情
第
２
号　
町
道
中
沖

４
号
線
の
舗
装
に
関
す
る

陳
情

　
本
件
は
、
町
道
中
沖
４

号
線
の
舗
装
に
つ
い
て
の

陳
情
で
あ
り
ま
す
。

　
現
地
調
査
及
び
審
査
の

結
果
、
全
委
員
異
議
な
く

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

陳
情
第
３
号　
町
道
東
郷

５
号
線
の
舗
装
に
関
す
る

陳
情

　
本
件
は
、
町
道
東
郷
５

号
線
の
舗
装
に
つ
い
て
の

陳
情
で
あ
り
ま
す
。

　
現
地
調
査
及
び
審
査
の

結
果
、
全
委
員
異
議
な
く

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

陳
情
第
４
号　
町
道
中
町

４
号
線
の
道
路
整
備
に
関

す
る
陳
情

　
本
件
は
、
町
道
中
町
４

号
線
の
道
路
整
備
に
関
す

る
陳
情
で
あ
り
ま
す
。

　
現
地
調
査
及
び
審
査
の

結
果
、
全
委
員
異
議
な
く

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

請
願
審
査

請
願
第
１
号　
県
立
高
等

学
校
改
革
前
期
実
施
計
画

に
お
け
る
再
編
整
備
に
関

す
る
請
願
書

　
本
件
は
、
福
島
県
教
育

委
員
会
教
育
長
に
対
し
、

県
立
高
等
学
校
改
革
前
期

実
施
計
画
を
再
考
し
、
白

河
実
業
高
等
学
校
の
農
業

科
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
に

つ
い
て
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　
審
査
の
結
果
、
全
委
員

異
議
な
く
原
案
の
と
お
り

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

緊急コロナ対策
議会より町へ要望書

　４月８日、角田議会議長より蛭田町長へ、新型コロナウイルス感染症に対する対策等に
関わる意見書・要望書が渡された。
　概要は、①感染拡大防止　②情報発信　③医療・検査体制の強化　④相談窓口　⑤学
校・幼稚園等への対応　⑥ウイルス感染症関連対策本部内に感染予防プロジェクトチーム
の設置　⑦財政措置
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

  冨
とみ
永
なが
　創
そう
造
ぞう
　議員

冨
永　
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設

置
に
よ
る
町
民
利
益
は
何

か
。

町
長　

太
陽
光
発
電
は
、

安
全
・
安
心
な
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、
地

球
温
暖
化
対
策
に
必
要
不

可
欠
、
原
子
力
発
電
所
事

故
に
よ
る
風
評
被
害
の
払

拭
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

冨
永　
造
成
工
事
中
に
起

き
て
い
る
騒
音
・
振
動
に

近
隣
住
民
の
不
満
が
爆
発

し
て
い
る
。
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
持
続
可
能
な
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
の
た
め

に
も
、
こ
う
し
た
問
題
に

ど
の
よ
う
に
応
え
る
の

か
。

町
長　
町
と
開
発
行
為
者

で
取
り
交
わ
し
た
協
定
書

に
基
づ
き
、
騒
音
・
振
動

の
抑
制
と
住
民
説
明
会
開

催
を
お
願
い
し
、
今
後

は
、
作
業
工
程
表
の
提

示
、
地
域
住
民
の
現
場
視

察
を
実
施
し
て
、
地
域
へ

の
理
解
を
深
め
る
よ
う
お

願
い
す
る
。

冨
永　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
が
広
が
っ
て
い

る
状
況
の
中
で
、
早
い
段

階
で
の
適
切
な
対
策
を
伺

い
ま
す
。

南町地内大規模太陽光設置の対応は
答 協定書に基づき進めてゆく

冨
永　

騒
音
の
強
さ
を

測
っ
て
い
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

工
事
現
場
で
、
55
デ
シ
ベ

ル
と
い
う
数
値
を
把
握
し

て
い
ま
す
。

冨
永　
定
期
的
に
現
場
に

出
向
い
て
い
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

週
２
回
と
い
う
と
こ
ろ
で

測
定
し
た
い
。

冨
永　
大
規
模
太
陽
光
発

電
設
置
を
望
ま
な
い
宣
言

を
す
る
と
い
う
考
え
も
あ

る
が
、
町
長
の
見
解
を
伺

い
ま
す
。

町
長　
大
玉
村
で
は
、
大

規
模
太
陽
光
発
電
施
設
の

設
置
を
望
ま
な
い
宣
言
を

し
、
そ
う
し
た
施
設
を
条

例
で
規
制
す
る
と
い
う
例

も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
に

つ
い
て
は
、
近
隣
自
治
体

の
動
向
、
地
域
住
民
と
の

合
意
形
成
、
豊
か
な
自
然

環
境
の
保
全
と
い
う
観
点

か
ら
検
討
し
ま
す
。

予
防
医
療
対
策
に
つ
い
て

答 �

予
防
体
操
・
講
座
、
健
康
麻
雀
等
で
支
援

町
長　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
や
ぶ
き
で
、
感
染

症
に
対
す
る
予
防
啓
発
及

び
相
談
窓
口
案
内
を
お
知

ら
せ
し
、
町
主
催
の
事
業

や
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
や
延

期
、
小
中
学
校
・
幼
稚
園

を
臨
時
休
校
と
し
ま
し

た
。

冨
永　
健
康
で
自
立
し
た

生
活
が
送
れ
る
状
態
か

ら
、
誰
か
の
助
け
が
必
要

な
要
介
護
状
態
に
至
る
ま

で
に
、
転
倒
の
増
加
、
認

知
機
能
、
社
会
交
流
の
低

下
、
閉
じ
こ
も
り
等
の
高

齢
者
の
虚
弱
状
態
を
フ
レ

イ
ル
と
い
い
、
こ
の
段
階

に
お
い
て
、
適
切
な
介

入
・
支
援
に
よ
り
、
生
活

機
能
の
維
持
向
上
が
可
能

で
あ
る
と
聞
く
が
、
本
町

の
医
療
と
介
護
が
連
携
し

た
フ
レ
イ
ル
の
対
策
と
成

果
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長　
要
支
援
・
要
介
護

状
態
予
防
の
た
め
の
事
業

と
し
て
、
介
護
予
防
体

操
、
介
護
予
防
講
座
、
健

康
麻
雀
交
流
会
等
を
実

施
。
医
療
機
関
や
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
町
の
65
歳
以
上
の
人

口
増
加
率
と
比
較
し
て
、

要
支
援
・
要
介
護
の
増
加

率
が
低
い
状
況
か
ら
こ
れ

ら
の
事
業
に
よ
り
成
果
を

上
げ
て
い
る
と
判
断
し
ま

す
。

介護予防体操風景
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

町
と
町
づ
く
り
の
関

係
に
つ
い
て

三
村　
未
来
を
担
う
子
供

を
育
て
る
・
子
供
は
地
域

の
宝
等
の
指
針
の
下
、
子

育
て
支
援
に
取
組
む
と
し

て
い
る
が
、
保
育
園
の
待

機
児
童
34
名
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を

行
う
の
か
。

町
長　

保
育
士
確
保
の

為
、
準
備
金
貸
付
や
人
材

確
保
給
付
金
、
宿
舎
借
上

げ
支
援
等
の
取
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
受
け
入
れ

枠
拡
大
に
つ
い
て
検
討
を

願
っ
て
い
る
。

三
村　

旧
あ
さ
ひ
保
育

園
、
現
在
の
認
定
こ
ど
も

園
「
野
の
は
な
」
の
定
員

は
29
年
度
１
０
０
名
で

あ
っ
た
が
、
現
在
の
定
員

は
50
名
と
な
っ
て
い
る
。

定
員
減
の
経
過
と
理
由
を

伺
う
。

町
長　
３
歳
児
か
ら
５
歳

児
の
利
用
見
込
み
に
合
わ

せ
た
定
員
調
整
と
認
識
し

て
い
る
。

三
村　
民
営
化
の
際
に
定

員
を
減
ら
す
計
画
が
あ
っ

た
の
か
伺
う
。

子
育
て
支
援
課
長　
事
業

計
画
上
は
あ
り
ま
せ
ん
。

三
村　
矢
吹
小
21
名
・
善

郷
小
25
名
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
待
機
児
童
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考

三
み
村
むら
　正

まさ
一
いち
　議員

子
育
て
支
援
・
待
機
児
童
対
策

答 
保
育
士
確
保
の
取
り
組
み
を
継
続
す
る

答 燃料の高騰などによる

健康センターの指定管理料金値上げ ! !

え
て
い
る
か
。

町
長　
現
在
の
図
書
館
の

改
修
等
を
検
討
し
て
い
る

が
、
学
校
外
の
施
設
に
お

い
て
子
供
達
が
安
心
・
安

全
に
受
入
れ
が
可
能
か
も

検
討
を
す
す
め
て
い
る
。

町
長　
３
年
間
で
１
億
１

６
７
０
万
円
以
内
と
定
め

て
、
年
間
委
託
料
３
８
９

０
万
円
で
契
約
し
て
い

る
。
１
８
２
０
万
円
は
、

燃
料
費
の
高
騰
、
光
熱
水

費
、
シ
ル
バ
ー
へ
の
支
払

い
増
額
、
消
費
税
増
税
、

入
館
者
減
少
に
よ
る
減
少

分
で
あ
る
。

三
村　
契
約
書
で
は
利
用

料
の
変
更
に
つ
い
て
は
、

内
容
に
つ
い
て
の
項
目
が

な
い
。
変
更
す
べ
き
特
別

な
事
情
が
生
じ
た
場
合
、

甲
乙
協
議
し
て
定
め
る
と

あ
る
が
、
利
用
者
の
減
少

と
か
、
光
熱
水
費
等
に
つ

い
て
は
、
指
定
管
理
者
側

で
リ
ス
ク
を
持
つ
べ
き
で

は
な
い
か
。
令
和
２
年
度

の
指
定
管
理
料
が
約
５
０

０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る

が
、
本
当
に
今
の
よ
う
な

運
営
方
法
で
よ
い
の
か
見

直
し
も
必
要
。
で
な
け
れ

ば
、
３
８
９
０
万
円
以
内

で
で
き
る
管
理
者
を
再
度

募
集
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

保
健
福
祉
課
長　
今
回
の

契
約
は
、
令
和
２
年
度
ま

で
の
３
年
契
約
で
あ
る
の

で
、
こ
こ
で
解
約
は
で
き

な
い
と
考
え
て
い
る
。

三
村　
令
和
元
年
度
の
３

月
補
正
、
２
年
度
の
増
額

未
払
分
１
３
５
０
万
円
に

つ
い
て
は
支
払
う
べ
き
で

な
い
。
議
会
と
の
十
分
な

協
議
の
う
え
で
、
予
算
の

執
行
を
お
願
い
し
た
い
。

三
村　
平
成
30
年
度
に
基

本
協
定
年
額
３
８
９
０
万

円
、
年
度
毎
に
変
更
が
な

さ
れ
、
３
年
間
で
１
８
２

０
万
円
の
追
加
払
い
予
算

を
計
画
し
て
い
る
が
、
そ

の
内
容
は
。

児童クラブ

温泉プール
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

  加
か
藤
とう
　宏
ひろ
樹
き
　議員

加
藤　
新
町
西
線
道
路
の

利
活
用
に
つ
い
て
、
確
認

書
も
あ
る
事
か
ら
地
権
者

の
協
力
も
得
ら
れ
て
い
る

な
ら
ば
区
画
整
理
事
業
も

可
能
で
は
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長　
見
直
し

案
の
一
つ
と
し
て
地
権
者

と
相
談
し
ま
す
。

加
藤　

面
的
開
発
の
為
、

委
任
状
を
取
り
付
け
、
区

画
整
理
事
業
を
す
れ
ば
、

エ
リ
ア
全
体
の
開
発
促
進

に
寄
与
す
る
と
思
う
が
町

の
考
え
は
。

産
業
振
興
課
長　
地
権
者

会
の
要
望
も
あ
る
の
で
、

連
携
協
力
し
な
が
ら
今
後

具
体
的
に
協
議
し
ま
す
。

加
藤　
あ
ゆ
り
温
泉
宿
泊

施
設
や
消
防
署
用
地
選
定

で
計
画
が
頓
挫
し
た
り
二

度
手
間
に
な
っ
た
り
し
た

が
、
町
は
何
ら
反
省
す
べ

き
点
は
な
い
の
か
？

企
画
総
務
課
長　
途
中
で

見
直
す
べ
き
案
件
、
事
項

が
出
て
、
よ
り
良
い
方
向

に
修
正
し
た
と
受
け
止
め

て
欲
し
い
。

加
藤　
事
業
が
頓
挫
し
た

り
、
大
幅
な
変
更
に
よ
り

職
員
は
時
間
を
無
駄
に
費

や
し
て
い
る
が
、
労
働
時

間
の
損
失
が
あ
っ
た
の
で

は
。

道路整備について
答 私道も含めた道路全般について
� 今後の方向性を示していく。

加
藤　
私
道
も
含
む
生
活

道
路
早
期
整
備
に
つ
い
て

町
の
考
え
は
。

町
長　
町
民
の
要
望
が
多

く
あ
る
事
か
ら
、
要
件
緩

和
も
含
め
調
査
検
討
し
ま

す
。

加
藤　
出
来
な
い
理
由
を

多
く
挙
げ
ず
に
出
来
る
策

を
講
じ
て
欲
し
い
が
。

都
市
整
備
課
長　
調
査
検

討
の
指
示
を
受
け
て
い
ま

す
の
で
検
討
し
ま
す
。

過
去
の
公
共
施
設
整
備
の
検
証
は

答 �

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り

�

し
っ
か
り
と
見
直
し
て
い
く

企
画
総
務
課
長　
職
員
の

労
力
と
時
間
に
つ
い
て
は

浪
費
と
言
わ
れ
て
も
や
む

を
得
な
い
。

現在の新町西線道路

あゆり温泉

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

都
市
計
画
道
路
の
変
更

に
つ
い
て

・�

中
長
期
の
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

安
井　
滝
八
幡
の
三
十
三

観
音
か
ら
隈
戸
川
を
挟
ん

で
対
岸
の
山
林
で
行
わ
れ

て
い
る
工
事
で
、
騒
音
等

住
環
境
悪
化
へ
の
苦
情
が

近
隣
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
町
と

し
て
の
対
策
は
。

町
長　
町
と
開
発
会
社
で

交
わ
し
た
環
境
保
全
に
関

す
る
協
定
書
に
基
づ
き
、

施
工
業
者
に
対
し
、
騒
音

の
抑
制
を
お
願
い
し
、
作

業
工
程
の
提
示
や
、
防
音

シ
ー
ト
の
設
置
に
つ
い
て

施
工
業
者
に
よ
る
住
民
説

明
会
を
２
月
16
日
に
実
施

し
た
。
今
後
も
工
程
表
の

提
示
や
丁
寧
な
説
明
を
求

め
、
林
地
開
発
許
可
者
の

福
島
県
に
も
適
切
な
指
導

を
申
し
入
れ
、
良
好
な
生

活
環
境
保
全
に
努
め
ま

す
。

安
井　
昨
年
の
台
風
19
号

の
際
に
は
現
場
に
隣
接
す

る
斜
面
の
土
砂
崩
れ
が
起

き
、
町
道
が
通
行
止
め
に

な
っ
て
い
る
。
工
事
と
の

因
果
関
係
と
復
旧
は
。

町
長　
台
風
19
号
に
起
因

し
た
集
中
的
な
豪
雨
に
よ

り
町
内
各
地
で
土
砂
崩
れ

が
発
生
し
て
お
り
、
激
甚

災
害
に
指
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
工
事
と
の
因

果
関
係
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
は
困
難
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
事
業
者
に
お
い
て

土
砂
の
撤
去
と
再
発
防
止

策
を
行
い
、
そ
の
後
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
の
撤
去
、
再
設

安
やす
井
い
　敬
たか
博
ひろ
　議員

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
工
事
に
よ
る

環
境
悪
化
対
策
を

答 

良
好
な
生
活
環
境
保
全
に
努
め
る

答 業者との打ち合わせを要望します

今後の工程を住民が
把握できないのか

置
等
の
復
旧
工
事
を
町
が

行
う
事
に
な
っ
て
い
ま
す

（
既
に
復
旧
済
）。
今
後
の

再
発
防
止
に
つ
い
て
は
、

林
地
開
発
の
許
可
者
で
、

指
導
機
関
で
も
あ
る
県
と

連
携
し
、
災
害
発
生
防
止

に
取
り
組
み
ま
す
。

安
井　

騒
音
に
関
し
て

は
、
10
月
ご
ろ
か
ら
、
役

場
に
も
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
、
対
応
や
業
者
に
よ
る

説
明
を
求
め
て
い
た
が
、

２
月
の
説
明
会
開
催
と
な

り
、
騒
音
等
が
続
い
て
い

た
が
、
そ
の
経
緯
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

昨
年
９
月
か
ら
役
場
に
も

騒
音
の
苦
情
が
来
て
お

り
、
施
工
業
者
に
も
抑
制

を
再
三
お
願
い
し
て
き
ま

し
た
。
説
明
会
の
開
催
も

12
月
か
ら
施
工
業
者
に
お

願
い
し
て
き
ま
し
た
が
、

運
営
会
社
も
参
加
し
た
い

な
ど
の
意
向
も
あ
り
、
日

程
変
更
な
ど
あ
り
、
２
月

16
日
の
開
催
に
至
り
ま
し

た
。

安
井　
今
後
、
工
程
や
進

捗
状
況
の
把
握
を
住
民
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

や
、
騒
音
や
災
害
対
策
へ

の
住
民
か
ら
の
要
望
が
事

業
者
へ
迅
速
に
伝
わ
る
よ

う
、
町
が
主
体
で
業
者
と

の
打
ち
合
わ
せ
を
定
期
的

か
つ
密
に
す
べ
き
で
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

そ
う
い
っ
た
機
会
を
持
て

る
よ
う
業
者
と
も
相
談
し

て
参
り
ま
す
。

安
井　
住
民
か
ら
は
、
工

事
現
場
の
調
査
、
見
学
を

し
た
い
と
の
要
望
が
出
て

お
り
ま
す
が
、
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

現
地
調
査
と
い
う
こ
と

で
、
業
者
に
も
伝
え
て
参

り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

・‌�

一
般
社
団
法
人
ま
ち

づ
く
り
矢
吹
へ
の
役

場
業
務
委
託
に
つ
い

て
・‌�

住
民
と
の
合
意
形
成

と
住
民
参
加
型
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
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  青
あお
山
やま
　英
ひで
樹
き
　議員

青
山　
三
十
三
観
音
向
か

い
側
の
太
陽
光
造
成
地
沿

い
で
土
砂
崩
れ
が
あ
り
町

道
を
塞
い
だ
。
単
な
る
自

然
災
害
な
の
か
樹
木
伐
採

等
の
造
成
工
事
に
起
因
す

る
災
害
な
の
か
判
断
は
？

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
施
工
業
者
の
責
任
と
認

識
し
て
い
る
。

青
山　
地
元
住
民
が
要
求

す
る
も
、
５
か
月
間
も
放

置
さ
れ
て
開
か
れ
た
滝
八

幡
で
の
説
明
会
。
業
者
か

ら
「
土
砂
崩
れ
に
関
し
責

青
山　
住
民
は
想
定
外
の

雨
量
で
の
土
砂
崩
れ
に

よ
っ
て
、
眼
前
の
隈
戸
川

が
堰
止
め
さ
れ
て
氾
濫
す

る
災
害
を
懸
念
し
て
い

る
。
説
明
会
に
出
席
し
た

業
者
の
役
員
は
誰
一
人
、

土
砂
崩
れ
の
責
任
の
所
在

が
施
工
会
社
、
運
営
会
社

に
あ
る
と
は
言
っ
て
い
な

い
。

町は業者の責任と言うが、業者は明言せず！
答 施工業者の責任と認識している。

任
が
あ
る
」
旨
の
発
言
は

な
か
っ
た
。
地
元
住
民
か

ら
樹
木
伐
採
等
の
造
成
工

事
で
土
砂
崩
れ
が
起
き
や

す
く
な
っ
て
い
る
と
の
指

摘
に
、
業
者
か
ら
責
任
を

認
め
る
発
言
は
得
ら
れ
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
今
回
の
土
砂
崩
れ
の
土

砂
を
業
者
が
撤
去
し
た
こ

と
か
ら
業
者
は
責
任
を
認

識
し
て
い
る
も
の
だ
と
思

う
。

「
財
政
再
建
」
と
「
財
政
は
健
全
」
こ
の
乖
離
は
？

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
説
明
会
議
事
録
の
内
容

を
再
度
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

青
山　
町
長
は
町
の
財
政

に
つ
い
て
、
財
政
再
建

を
、
と
強
調
し
て
い
る
。

実
質
公
債
費
比
率
、
県
下

ワ
ー
ス
ト
３
や
将
来
負
担

比
率
な
ど
の
健
全
化
判
断

比
率
を
考
慮
し
て
の
判
断

南町町道土砂崩れ現場

実質公債費比率推移（％）

町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

と
考
え
る
。
し
か
し
、
町

の
担
当
課
は
、
過
去
に
お

い
て
も
現
在
に
お
い
て
も

問
題
な
い
、
財
政
は
健
全

で
あ
る
と
発
言
し
て
い

る
。
こ
の
乖か

い
離り

を
ど
の
よ

う
に
埋
め
て
い
く
の
か
尋

ね
る
。

企
画
総
務
課
長　
町
長
が

就
任
し
て
か
ら
２
か
月
に

な
る
。
こ
れ
ま
で
補
正
予

算
１
月
、
あ
と
３
月
に
は

補
正
予
算
と
当
初
の
予
算

と
い
う
こ
と
で
、
財
政
的

な
も
の
に
つ
い
て
は
町
長

に
私
ど
も
の
方
で
説
明
を

し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
な

か
な
か
範
囲
が
広
く
て
説

明
し
き
れ
て
い
な
い
の
が

実
情
。
今
の
財
政
運
営
状

況
が
い
い
の
か
悪
い
の

か
、
私
ど
も
は
今
ま
で
の

答
弁
通
り
の
考
え
を
も
っ

て
い
る
が
、
そ
れ
に
つ
い

て
町
長
が
ど
の
よ
う
に
お

考
え
に
な
る
か
、
こ
れ
か

ら
詰
め
て
参
り
た
い
。

答 

今
後
、
詰
め
る
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第419回　矢吹町議会臨時会提出議案
報告第１号 令和元年度水道事業会計予算繰越しの報告について

報告第２号 専決処分の報告について
（専決第２号　三城目地区農業集落排水施設機能強化事業第３回工事請負契約の一部変更に
ついて）

報告第３号 専決処分の報告について
（専決第３号　損害賠償の額を定めることについて）

報告第４号 専決処分の報告について
（専決第４号　損害賠償の額を定めることについて）

承認第２号 専決処分の承認を求めることについて
（専決第５号　令和元年度矢吹町一般会計補正予算（第７号））

承認第３号 専決処分の承認を求めることについて
（専決第６号　　令和元年度矢吹町国民健康保険特別会計補正予算（第４号））

承認第４号 専決処分の承認を求めることについて
（専決第７号　令和元年度矢吹町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号））

承認第５号 専決処分の承認を求めることについて
（専決第８号　令和元年度矢吹町農業集落排水事業特別会計補正予算（第５号））

承認第６号 専決処分の承認を求めることについて
（専決第９号　令和元年度矢吹町介護保険特別会計補正予算（第４号））

承認第７号 専決処分の承認を求めることについて
（専決第10号　令和元年度矢吹町水道事業会計補正予算（第５号））

承認第８号 専決処分の承認を求めることについて
（専決第11号　矢吹町税条例等の一部を改正する条例）

承認第９号 専決処分の承認を求めることについて
（専決第12号　令和元年台風第19号における豪雨被害に係る被災者に対する町民税、固定資
産税及び国民健康保険税の減免に関する条例の一部を改正する条例）

承認第10号 専決処分の承認を求めることについて
（専決第13号　矢吹町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

議案第26号 令和２年度矢吹町一般会計補正予算（第１号）
中畑児童クラブ追加予算632万７千円
以上の件について「全員賛成」

　

新
し
く
任
命
さ
れ
ま
し
た
副
町
長
、
教
育

長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
矢
吹
町
の
た
め
に

御
尽
力
く
だ
さ
れ
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

教
育
委
員
会
　
教
育
長

　
　
　
鈴
　
木
　
健
　
生

�

鏡
石
町
中
町
２
７
１
番
地
１

�

昭
和
34
年
４
月
３
日
生
ま
れ

副
町
長

　
　
　
藤
　
田
　
　
　
豊

�

矢
吹
町
大
町
１
７
５
番
地
１

�

昭
和
28
年
11
月
６
日
生
ま
れ

臨
時
会
提
出
議
案
目
次
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入
学
式
も
終
わ
り
、
各
学

校
の
庭
の
桜
は
、
今
が
満
開

で
す
。

　

で
も
、
子
ど
も
た
ち
の
あ

の
元
気
な
声
が
聞
こ
え
て
き

ま
せ
ん
。
い
つ
も
の
春
の
情

景
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
で
吹
き

飛
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
早
期
の
終
息
と
町
民
の

皆
さ
ん
の
安
心
安
全
な
日
常

生
活
に
早
く
戻
れ
る
よ
う
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

４
月
か
ら
議
会
広
報
委
員

は
新
た
な
メ
ン
バ
ー
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
読
者
皆

様
の
身
近
な
議
会
広
報
と
な

る
よ
う
努
め
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。　
（
文
責　

冨
永
創
造
）

�

委
員
長
　
冨
永
　
創
造

�

副
委
員
長
　
関
根
　
貴
将

�

委
　
　
員
　
藤
井
　
源
喜

�

　
〃
　
　
　
鈴
木
　
浩
一

�

　
〃
　
　
　
髙
久
　
美
秋

�

　
〃
　
　
　
芳
賀
　
慎
也

次回議会のご案内

●３月議会の傍聴者は計23名、４月初議会は計12名でした。
　ありがとうございました。

６月定例会
６月12日㈮
午前10時開会

一般質問
６月15日㈪・16日㈫
午前10時開会 予定

議会傍聴はどなたでもできます。
　申込みは不要です。直接役場３階議場へおいでください。
　詳しくは町議会事務局にお問い合わせください。

TEL：0248-42-2118
E-Mail：gikai@town.yabuki.fukushima.jp

陳　野　秀　俊
矢吹町弥栄382番地
昭和30年４月13日生

熊　田　　　宏
任期４年

薄　葉　一　子
矢吹町八幡町277番地5
昭和34年３月５日生

北　村　篤　史
矢吹町中町242番地
昭和53年１月31日生

人
権
擁
護
委
員

国
民
の
人
権
侵
害
を
監
視
・
是
正
し

人
権
思
想
を
広
め
る
仕
事
を
し
ま
す
。

監
査
委
員

新広報委員

高
久

鈴
木

関
根

冨
永

藤
井

芳
賀


